
そうなると王子は、なお
さら行きたくて、毎日毎
日「どうか行かせて下さ
い。たった三回位のこと
ですもの。絶対ねむりま
せん 」と言いながら、。
王さまにつきまとって、
ねだりました。さすがの
王さまもとうとう根負け
をなさって、それでは好
きにするが良いと、しか
たなしに、こうおっしゃ
いました。王子は大よろ



こびで、お金入れへお金
をどっさり入れて、それ
から、よく切れるりっぱ
なけんをつるすが早いか
おともも連れないで、大
いさみにいさんで出かけ
ました。王子は遠い遠い
長い道をどんどん急いで
いきました。すると二日
目にと中で一人の太った
男に出会いました。その
男はよっぽどからだが重
いと見えて、足を引きず



るようにして、のっそり
と歩いていました「もし
もし、おまえさんは、ど
こまでいくのです 」と。
王子はその男に話しかけ
ました 「わたしは、し。
あわせというものを、さ
がしに世界中を歩いてい

。 、るのでございます 」と
その太った男がこたえま
した 「一体あなたの商。
売は何です 」と王子は。
聞きました 「わたしの。


